
令和 8 年 6 月 30 日

○ 施策の概要

１．前年度（評価対象年度）の当該施策の目標

２．投入コスト

主な取組

（１）地域の特性を生かした商店街の活性化
　商店街が「物販・サービスの場」としてだけではなく、「まちの顔」、「地域コミュニティの場」とし
て賑わうよう、地域の特性を生かした商店街づくりを支援します。
（２）中小企業の支援
　事業者や商工団体との連携を強化するとともに、経営相談や融資・補助制度の充実、受注
機会の拡大を図ることで、中小企業の創業、経営安定、事業拡大、経営革新を支援します。
（３）新たな産業の誘致等による雇用の創出やイノベーションの誘発
　市内企業の事業拡大を支援するとともに、深沢地域整備事業や低未利用地の公的不動産
の活用を中心に新規成長産業をはじめとする企業の誘致や、コワーキングスペース等の整備
によるテレワーク環境の充実により、市内での雇用の創出やイノベーションの誘発を図りま
す。
（４）伝統工芸の伝承及び事業活動の支援
　市内で唯一の伝統的工芸品である鎌倉彫の保護・育成を目的とした事業活動や、販売促進
に向けた支援を行います。

　鎌倉市商工業振興計画（働くまち推進計画）に掲げる目標とするまちの姿の実現に向け、事業を推進する
とともに、市内の状況及び国県の動向を注視し、必要に応じて見直しを行う。
　また、伝統的工芸品産業の振興に関する法律第４条に基づく振興計画に基づき、新規事業の実施を検討
するとともに、東アジア文化都市事業や日本遺産事業とも連動しながら、鎌倉彫産業の振興に取り組む。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

評価者 文化観光部　髙橋　謙司

総合計画上
の位置付け

分野 6-(1)　産業振興 施策の方針 ６-(1)-②商工業振興の充実

令和８年（2026年）度施策評価シート

目標とする
まちの姿

　中小企業の経営革新や経営基盤の強化が図られるとともに、市内企業の事業拡大や新た
な産業の立地等により、産業が活性化し、雇用の創出が図られています。
　また、新たな魅力の創出による商店街の活性化、伝統的工芸品の保護・育成が図られてい
ます。

620,364 358,122 358,025

総事業費 1,720,122 399,567 656,386 393,664 398,447 421,254

人件費 40,132 37,500 36,022 35,542 63,229

361,345

37,102

事業費 1,679,990 362,067
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３．施策の方針にひもづく事務事業とその評価結果
重
点
事
業

重

４．評価対象年度の主な実施内容

５．成果指標

事業
評価

貢
献
度

最終
評価

文観-23 商工運営事業 709 1,657 2,366 現状維持

整理
番号

事業名
法定
受託
事務

事業費
（千円）

人件費
（千円）

総事業費
（千円）

Ａ 現状維持

文観-24 中小企業支援事業 306,676 8,560 315,236 現状維持 Ａ 現状維持

文観-25 商工会議所助成事業 15,037 828 15,865 現状維持 Ａ 現状維持

現状維持 Ａ 現状維持

文観-27 商工業振興事業 11,709 40,587 52,296 現状維持

文観-26 商店街振興事業 16,146 7,455 23,601

Ａ 現状維持

　鎌倉市商工業振興計画推進委員会を開催し、鎌倉市商工業振興計画（働くまち推進計画）の進行管理を
行い、委員の意見を踏まえ、計画の執行に反映させた。
　中小企業融資制度、各種補助制度などにより中小企業への支援を行うとともに、創業支援として、元気アッ
プ事業を実施し、創業部門において２件の認定事業を選定し支援したほか、起業家のすそ野を広げる取り
組みとして実施している起業家スタートアップ支援プログラムについて、託児を行いながら実施し、７名の創
業者を輩出した。
　商店街に対しては、商店街団体が実施する街路灯の点検や修繕、改修及び空き店舗を活用したポップ
アップスペース整備等への支援を行った。また、商店街活性化事業に対し補助制度などによる支援を行うと
ともに、市ホームページのお店紹介ホームページを商店街に特化するなどにより、商店街のPRに努めた。
　鎌倉彫については、創作展や体験学習などの実施に係る支援や販路拡大支援に加え、鎌倉彫振興事業
所の玄関扉修繕などの維持管理を行った。また、観光客向け鎌倉彫体験事業や東アジア文化都市との連
携事業を実施した。また、神奈川県が行うKOUGEI EXPO（伝統的工芸品月間国民会議全国大会）に対す
る準備事務を実施した。

※実施できなかった事業とその理由

現状維持

文観-29 伝統鎌倉彫振興事業 7,544 2,485 10,029 拡充 Ａ 拡充

文観-28 公衆浴場助成事業 204 1,657 1,861 現状維持 Ａ

成果指標①
市内事業所における従業者数
（鎌倉市ＳＤＧｓ未来都市計画 指標）

出典 経済センサス活動調査

初
期
値

年次 令和２年度 令和３年度 令和４年度

人 令和３年度実績値は
令和３年経済センサ
ス活動調査確報値

実績値 未実施 67,396 未実施 未実施 未実施

令和５年度 令和６年度 令和７年度 単位 備考

目標値 69,000 69,200 69,400 69,600

未実施

達成率 - 97.4% - - - -

69,800 70,000

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 単位 備考

％

成果指標②
市内の事業所数
（鎌倉市ＳＤＧｓ未来都市計画 指標）

出典 経済センサス活動調査

初
期
値

年次 令和２年度 令和３年度

7,350
事業所 令和３年度実績値は

令和３年経済センサ
ス活動調査確報値

実績値 未実施 7,137 未実施 未実施 未実施 未実施

目標値 7,250 7,270 7,290 7,310 7,330

- ％達成率 - 98.2% - - -

68,800

平成28年

平成28年

7,226
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６．「施策の方針の成果指標」の達成状況等を踏まえた施策の達成状況の分析

７．主な実施内容と施策の達成状況の分析を踏まえた評価
※主な実施内容と目標とするまちの姿の関係（達成状況とその理由）

　「施策の方針にひもづく事務事業とその評価結果」における貢献度の分析

８．今後の方向性

令和３年度 令和４年度

53.6

達成率

成果指標③
身近な商店街において、便利で魅力的な買い
物ができていると思う市民の割合

出典 市民アンケート調査

　目標とするまちの姿の実現に向け、商工業振興計画（働くまち推進計画）に基づき、各種事業を実施し、
引き続き、創業及び企業立地に対しては、創業支援等事業計の推進及び神奈川県企業誘致促進協議会と
も連携し、企業誘致の取り組みを進め、中小企業等に対しては、中小企業融資制度、各種補助制度などに
より支援し、商店街に対しては、共同施設整備、商店街活性化のための事業に対する補助制度や加入促進
策の検討などにより、支援を行う。また、ものづくりの伝承に対しては、伝統鎌倉彫事業協同組合への支援を
通じ、鎌倉彫産業の年間出荷額の増加を目指す。

　成果指標①及び②については、平成28年経済センサス活動調査の結果をもとに初期値を設定し、そこか
らの推計を指標としているが、活動調査は５年に１度の調査であり、毎年の成果指標としては実績の確認が
難しいが、令和４年度に策定した鎌倉市商工業振興計画（働くまち推進計画）に基づき、従業者数及び事業
所数が目標値に到達するよう取り組んでいく。
　成果指標③については、新たな総合計画策定に向けた指標の検討にあわせて、質問内容を変更した。新
たな質問は「市内の商店街が行うイベント等の取組が、地域の活性化に貢献していると思いますか。」とし、
その結果は59.7％となった。

3-10 商工業

％
実績値 未実施 53.0 57.4 55.9 52.6

目標値 50.0 51.0 52.0 53.0

鎌倉ミライ共創プラン2030　該当施策

令和2年1月

49.1

　商工運営事業では、鎌倉市商工業振興計画（働くまち推進計画）の進行管理を行うため、委員会を開催
し、進捗状況の評価を行ったうえで、今後の方針を確認した。
　中小企業支援事業では、中小企業への融資及び補助事業を実施することができ、経営の安定や事業の
拡大に寄与した。
　商店街振興事業では、各団体への補助事業により、商店街の活性化イベントや商店街団体が設置する共
同施設への補助などの支援を実施できたが、商店街団体への加入促進策については、積極的な展開を図
ることができなかった。
　商工業振興事業では、市内事業者の設備投資に対する減税措置や補助制度の実施により、企業の事業
所整備や、産業財産権の取得、展示会出展及び広報・マーケティングによる経営基盤強化の取組への補助
を行うことで、中小企業の事業再構築に寄与した。また、商工業元気アップ事業による創業者への補助や伴
走支援、「起業家スタートアップ支援プログラム」の実施による創業予定者への知識やノウハウの提供など、
各種支援策の実施により、市内起業家の増加に寄与した。その一方で、企業立地の視点では、新たな企業
の誘致を進めることはできなかった。
　伝統鎌倉彫振興事業では、鎌倉彫出荷額は減少傾向にあるものの、東アジア文化都市事業とも連携し、
認知度向上・販路拡大のため伝統鎌倉彫事業協同組合を通じ、鎌倉彫産業の支援を行うことができた。

％

初
期
値

- 103.9% 110.4% 105.5% 97.4% 97.5%

54.0 55.0

令和５年度 令和６年度 令和７年度 単位 備考年次 令和２年度
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